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●まちのできごと

　“社会を明るくする運動”の強調月間（ ７ 月）に合わせて、

大垣保護区保護司会の皆さんが役場を訪れ、内閣総理大臣・岐

阜県知事からのメッセージを伝達しました。

　この運動は、すべての国民が犯罪や非行の防止と犯罪や非行

をした人たちの更生について理解を深め、それぞれの立場にお

いて力を合わせ、犯罪や非行のない安全で明るい地域社会を築

こうとする全国的な運動で、今年で７１回目を迎えます。

　堀町長は、「保護司の皆さんの姿を見て、行政も犯罪のない

安心な暮らしになるよう努めたいです」と述べられました。

社会を明るくする運動

▲保護司会の皆さんと堀町長
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　名阪近鉄バス株式会社が運行する高速バス「にしみのライ

ナー」の車両お披露目式が行われました。

　パレットピアおおのから名神大垣、安八スマートＩＣを経由

し、名古屋駅までを １日に往路 ７回、復路 ８ 回運行します。安

八町から名古屋駅への所要時間は４０分で片道830円、約 ２ 割引

で利用できる ４ 枚つづり回数券もあります。予約不要の座席定

員制で必ず着席でき、バス車内には、無料Wi-Fiやコンセント、

トイレも備えられています。安八スマートＩＣ東側には無料駐

車場があります。ぜひ、ご利用ください。

安八町と名古屋駅を直結

▲７ 月１７日から運行開始した「にしみのライナー」
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　結・名森小学校で ６年生を対象に、税の意義や役割を正しく

理解してもらおうと役場税務課職員による租税教室が開催され

ました。

　児童たちは、税金の種類を学んだり学校や教科書、道路など

皆が使うものに税金が使われていることを学びました。

　学習を終えた児童は、「税金はできれば払いたくないと思っ

ていたけれど、税金がなくなると大変だとよく分かりました。

家で家族にも話したいです」と話してくれました。

税金の大切さ

▲１億円の重さを体験する児童（結小）

　牧・結・名森の各小学校の ６年生が選挙や議会、行政につい

て学ぶために役場を訪れました。

　児童らは実際の記載台や投票箱を使い自分の尊敬する人の名

前を紙に記入し、投票箱に入れる模擬選挙を行いました。また

議会見学では、議員席や執行部席に座り、議場の雰囲気を味わ

いながら議会の役割について学びました。

　代表児童は「議会は町の重要なことについて話し合って決め

ている大切な場だと分かりました」と話してくれました。

議会や行政について学ぶ

▲議長席や執行部席に座る児童たち（名森小）
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